「子宮頸がん合併妊娠」の患者との関わりを通して ～患者の意思の尊重と医療者としての想い～ by 五百路 夏生
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沖 縄 赤 十 字 医 誌
ŎŦťį…ŋį…ŐŬŪůŢŸŢ…œŦť…CųŰŴŴ…ŉŰŴűį
2İ1
（産後11日目）
「დをきいてもらえますかȉ」と本人より୊ڥけ
S）୶生からは、す̪にでも治療をした方が良い
といわれました。大学病院はいつでもતٚするっ
て言っていました。でも、まだどうするかはࠨめ
ていません。ప院してから、１度ോにܦって、夫
とდすつもりでいます。今は਎඿でいっ͋いいっ
͋いで、ゆっくりდせていないし。ྦྷ間療法の୶
生にも໳いてみてからࠨめるつもりです。
Ő）…感ૂ失޺はなく、はっきりとした口調ではな
される。また、治療・入院について໳かれること
が本人の໅౜になっている様子とのૂ報あり。
ł）治療についてはまだྸっている発言あるも、
ྦྷ間療法にすると気持ちはࡥまっている֣象。਎
඿などでནしい中、自分の病気や治療についても
考えることでई၄している様子もあり、治療・入
院について໳かれることが本人の໅౜になってい
る。
ő）…気持ちを整ၑできるようდを߹ಶ。また、本
人に໳くのは主治医や౜当のみとし、ૂ報共有は
スタッフ間で行うよう産科スタッフやŏICŖへ୊
かけ。
2İ3
（産後13日目）
主治医より ICӳ：再度治療方針について
S）ྸってます。
Ő）႐を຾か͓ながら、୶生のდを໳き、ικを
৾っている。
ł）ई၄はみられるも、ικを৾り病気について
受け入れている。
ő）本人の気持ちを໳くも、再度治療のຈ要性を
୰明。
2İ4
（産後14日目）
S）治療がຈ要なのはわかっている。ྵをலྎに
しているわけではないし、子供をࡉるたびに長生
きしたいと思っている。でもやっ͋りྦྷ間療法の
୶生を૞じたい。そして子供が઀さいときこそཌྷ
で子育てもしたい。
Ő）႐を຾か͓ながらஶえあり。
ł）ྸいあるも、治療の意思なし。母親として、
育児を࿹୶したいという気持ちもますますޑく
なっている。
ő）߹ಶ。主治医と௖౴し、治療をしないのであ
れ͊ప院の方向となる。地域連携室を通して、ਯ
んでいるところの保࠲師へ連၁。২会資源のૂ報
提供や΍εートջှをする。
2İĹ
（産後1Ĺ日目）
S）後٣はありません。
おଲდになりました　とઢ܏みられる。
ł）本人の中では、今のところ治療は行わず、ോ
にܦることでොංしている。病気を治すためには
治療がຈ要であるため、このまま治療をしてほし
いが、本人の気持ちも大切。
ő）本人の気持ちを尊重。産後１か月検診はോで
受けることとなる。がん࠲診の予࿩を৾るよう୊
ڥけするもݵ๛され、本人のܛབ時に受診という
形となる。
3İ27 状況を˰ˡ˨確認
S）੄ࠬもなくて体調も変わりありません。
࠲診は฼年とか１年後で考えていて、今のところ
は検診を受けるつもりはありません。
ł）症状が࡛れた時には手ಁれであることを再度
୰明するも、ොංされず。
ő）数か月後に˰ˡ˨連၁とする。
Ⱥ評価Ȼ
　本人の気持ちに合わせながら、気持ちの整ၑができるようにდを߹ಶしたり、看護師として治療のຈ要性は
ഥえ続けてきた。また、主治医とのカϋフ͹τϋスやスタッフとの事例検討、ŏICŖとのૂ報共有などもしな
がら関わっていった。主治医から୰明を受けたあとなど治療をྸう発言もみられたが、自ட療法を૞じるとい
う気持ちは変わらず治療をݵ๛されప院となった。また、ప院後も受診はされず、Ĥ1の目ດはో成できなかっ
た。
